
◎ 本日は、2023年3月期 第1四半期の決算説明会にご参加頂きまして、

誠にありがとうございます。

◎ 最初に、スライドの3ページをご覧ください。
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◎ 業績ハイライトです。

◎ 当第1四半期は、営業損失が13億円となり、

前年同期に比べて632億円、改善しました。

純利益は、2019年度 第3四半期以来、

10四半期ぶりに黒字転換して、10億円となりました。

また、EBITDAが337億円となるなど、

いずれの指標も、前年から500億円以上の改善となりました。

◎ 4ページをご覧ください。
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◎ 今年度の目標は、「通期で最終利益の黒字化」を達成することです。

これを実現するため、当四半期は、

収益性の向上を重視しながら、回復する需要を取り込みました。

市場シェアの拡大と、単価向上のバランスを考慮した上、

持続的な利益の創出につながる対応を徹底しました。

◎ 事業別の実績については、後ほどご説明しますが、

これまでの改革で築いてきた、費用構造を下支えに、

グループ内の様々な連携を通してトップラインを着実に伸ばしたことで、

業績が前年から大幅に改善しました。

◎ 5ページをご覧ください。
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◎ 経営成績の概要です。

◎ 売上高は、前年から1,515億円増加の、3,504億円となりました。

航空事業において、旅客需要を取り込んだことに加え、

国際貨物も増収となり、全体の売上高を伸ばしました。

◎ 営業費用は3,517億円となり、生産量に連動する費用を中心に増加しました。

但し、コストマネジメントを徹底したことで、

売上高が前年の1.8倍となった一方、費用は1.3倍に留めました。

◎ これらの結果、13億円の営業損失となりましたが、

営業外損益で、為替差益を計上したことなどにより、

経常利益は43億円の黒字、

親会社株主に帰属する四半期純利益は10億円の黒字となりました。

◎ 6ページをご覧ください。
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◎ 財政状態です。

◎ 総資産は3兆3,244億円、自己資本は8,259億円となり、

自己資本比率は、前期末並みの24.8パーセントとなりました。

また、有利子負債は1兆7,272億円、デット・エクイティ・レシオは2.1倍となりました。

◎ 当四半期末における手元流動性資金は、1兆311億円となったことから、

純有利子負債をベースとした、ネットデット・エクイティ・レシオは、0.8倍となりました。

◎ 7ページをご覧ください。
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◎ キャッシュフローです。

◎ 営業キャッシュフローは、1,189億円の収入、

投資キャッシュフローは、991億円の支出、

財務キャッシュフローは、236億円の支出となりました。

◎ 3ヶ月超の定期・譲渡性預金の資金移動を除いた投資キャッシュフローから算出する、

実質フリーキャッシュフローは、976億円の収入となりました。

◎ 8ページをご覧ください。
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◎ 直近3年間における、第1四半期のキャッシュフロー推移です。

◎ 効果的なセールス活動を実施して、航空券販売を拡大したことに加え、

固定費の削減や、設備投資の抑制などによる効果が現れました。

◎ 四半期ベースの営業キャッシュフローが1,000億円を超えたのは、

2019年度第1四半期以来、12四半期ぶりとなり、

実質フリーキャッシュフローも、大幅に改善しました。

◎ 9ページをご覧ください。
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◎ セグメント別の実績です。

◎ 航空関連事業では、国際貨物の取扱量が増加したことなどにより、増収となりましたが、

ANAと、グループ会社との契約単価を見直したことで、減益となりました。

◎ 旅行事業では、国内旅行のダイナミックパッケージを中心に、増収となりました。

◎ 商社事業は、空港リテール事業が回復したことなどから、増収増益となりました。

◎ 12ページをご覧ください。
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◎ 航空事業における、営業利益の前年比較です。

◎ 売上高では、ANAとPeachの両ブランドで、旅客収入を伸ばしたほか、

貨物事業でも、単価を大幅に向上させたことにより、

全体で1,441億円の増加となりました。

◎ 営業費用は、燃油費が大きく増加しましたが、

昨年度までに実施した、固定費削減の効果を持続させながら、

コストマネジメントを徹底したことで、

前年から、784億円の増加に留めました。

◎ これらの結果、営業損失は、前年から656億円 改善しました。

◎ 13ページをご覧ください。
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◎ 事業別の売上高推移です。

◎ 当四半期の売上高は、2年前の第1四半期に比べて3.3倍、

1年前に比べて1.8倍となり、コロナ禍では最高の売上高となりました。

◎ 国際旅客では、需要動向に合わせて運航便を拡大し、

日本発の業務渡航や、三国間需要を積極的に取り込みました。

コロナ禍においても、従業員の雇用を守ってきたことで、

いち早く、リソースを活用して生産量を拡大した効果が現れました。

◎ 21ページをご覧ください。
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◎ 事業別の動向です。

◎ 1番のANA国際旅客は、

アジア線や北米線を中心とした運航便の拡大により、動き始めた需要を取り込んだことで、

売上高は前年の4.8倍、旅客数は同5.2倍となりました。

◎ 2番のANA国際貨物は、

フレイターを最大限に活用したほか、

旅客便でも、便あたり収入の拡大に努めたことで、

売上高は、前年の1.4倍となりました。

また、高単価需要や、特殊商材の取り込みを強化したことで、

四半期ベースの重量単価は、前年から1.5倍の439円となり、過去最高となりました。

◎ 22ページをご覧ください。
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◎ 3番のANA国内旅客は、

需要の回復に合わせて運航便を拡大したことにより、

売上高は前年の2倍となりました。

大型機の運航停止が続いた中、イールドマネジメントを強化したことで、

ユニットレベニューは、前年から28パーセント増加しました。

◎ 4番のPeachでは、

ANAからの移管便を含めて、プロモーションを強化したことなどにより、

売上高は、前年の3.9倍となりました。

ANAと共同で策定した、グループ航空輸送事業計画に基づき、

レジャー路線を中心に生産量を拡大した結果、

旅客数は、3.4倍に増加しました。

◎ 24ページをご覧ください。
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◎ 現時点の需要動向について、ご説明します。

◎ 1番のANA国際旅客では、7-8月の旅客数が、コロナ前の3割強となる見通しです。

堅調な単価を維持しながら、需要動向に合わせて生産量を拡大していきます。

◎ 2番のANA国際貨物は、第2四半期も、コロナ前と同水準の需要基調が続く見込みです。

フレイターを積極的に活用しながら、旅客便も含めて需要を取り込んでいきます。

◎ 3番の国内旅客は、

ANAとPeachの合計で、7-8月の旅客数が、コロナ前の約8割となる見通しです。

足元で感染者数が増加しているため、予約の積み上がりは鈍化していますが、

オミクロン株が蔓延した1-3月と異なり、増加トレンドが続いています。

◎ 28ページをご覧ください。
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◎ 国内線における、ボーイング777型機の運航再開について、ご説明します。

◎ エンジンの技術的な問題により、

2021年2月から、当該機の運航を停止していましたが、

安全対策を実施した上で、6月下旬から運航を再開しました。

10月末までに、全15機の整備が完了する予定となっており、

羽田発着の幹線を中心に、混雑日やピーク時間帯に運航していきます。

◎ 29ページをご覧ください。
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◎ 最後に、直近の取り組みに関して、補足します。

◎ まず、機材関連のトピックですが、

1番と2番は、7月11日に公表した内容なので、ご確認下さい。

◎ 3番は、これらを踏まえた、設備投資の考え方です。

2023年度から2025年度にかけては、

項目毎に精査・抑制を続けながら、成長に必要な投資を実行する方針です。

財務規律を重視して、フリーキャッシュフローを着実に創出していきます。

◎ 30ページをご覧ください。
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◎ カーボンニュートラルの実現に向けて、トランジション戦略を策定し、本日公表しました。

◎ CO2排出量の削減に向けて、航空機の運航上の改善を進めるとともに、

消費燃料のSAF置き換えを進めながら、

2050年までに、排出権取引制度に依存しないカーボンニュートラルを目指す方針です。

◎ 当社グループは、航空業界の脱炭素化に向けて、様々な対策に取り組んできました。

今後も、グループの持続的成長と環境対策の両立を追求してまいります。

◎ 以上で、説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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